
 

文系数学 
図形の性質



【大阪経大】 

 

　△が存在し、，，を満たすとき、の値の範囲は

ア□＜＜イ□である。
 

                                                      



【京都産業大】 

 

　，である三角形において、辺を：に内分する点を，

の二等分線が辺と交わる点を，線分と線分の交点を，直線と　

辺の交点をとする。このとき、：ア□であり、四角形の面積は　

イ□である。
 

 

                                                      



【北星学園大】 

 

　円に内接する四角形において対角線上にとなるように点

をとる。また、，とする。

　の大きさを求めよ。

　であることを示せ。

　であることを示せ。
 

 

                                                      



【大分大】 

 

　△において、点から辺に垂線を下ろす。線分を直径とする円と

辺，の交点をそれぞれ，とし、円の半径を，，とする。

　線分の長さを求めよ。

　線分と線分の長さをそれぞれ求めよ。

　の大きさを求めよ。
 

 

                                                      



【立命館大】 

 

半径，のつの円  ，  が点で外接し、点と異なる円  上の点と、円  上の

点で接する直線がある。このとき、線分の長さはア□である。　

このつの円に外接し、直線と線分上の点で接する円の半径をとすると、

イ□である。

次に、直線は点で円  ，  と接する直線とする。直線と直線の交点をとす

るとき、線分の長さはウ□である。
 

 

                                                      



【茨城大】 
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　右の図は、辺の長さがである正四面体の各辺の

中点をとり、それらをそれぞれ，，，，，として

正八面体を作ったものである。

　点，を結ぶ線分の長さを求めよ。

　正八面体の体積を求めよ。

　正八面体の各面の重心をとり、辺を共有して

　いる面の重心を線分で結ぶと、正八面体の内部

　に立方体を作ることができる。この立方体の体積を求めよ。
 

 

                                                      



【法政大】 

 

，である直方体において、球が三角柱の

すべての面に内接するとき、次の問いに答えよ。

　辺の長さを求めよ。

　球の中心と、頂点との間の距離を求めよ。

　三角柱のつの面，，と、球のいずれにも接する球の半径を

　求めよ。　
 

 

                                                      


